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生 年 月　1986年 2月兵庫県生まれ
最終学歴　 京都大学大学院工学研究

科建築学専攻修了
業務経歴　2011年㈱昭和設計入社
　　　　　現在　建築設計部主査
●担当した主なプロジェクト
2011年  立花愛の園幼稚園
2012年  新東名高速愛知県内商業施設
2013年  宮城県・福島県災害公営住宅
2014年  気仙沼駅前災害公営住宅
2015年  藤沢公民館労働会館複合施設
2016年  東京アクアティクスセンター
2018年  福島大学食農学類研究棟
2019年  東京都足立児童相談所

■青年技術者のことば

私がまだ学生で、これから社会に

出るという時に、東日本大震災が

起こりました。その日までは自分

の思いを形にするために建築設計

をやりたいという思いでしたが、

建築で世の中のために何ができる

のだろうかと、自分の中で「自己

完結」の考え方から「社会貢献」

の考えへと変化したことを覚えて

います。

入社して以来、携わってきたプロ

ジェクトの多くは東日本大震災と

深く関わるプロジェクトでした。

復興支援の都市計画に始まり、気

仙沼駅前再開発、復興オリンピッ

ク、そして原発事故の傷跡からの

復興を目指す福島大学食農学類研

究棟。どのプロジェクトでも、多

くの関係者の切実な思いがありま

した。現在担当させていただいて

いる足立児童相談所プロジェクト

においても、複雑な社会状況から

生まれた、子供たちや子供を守る

人たちの切実な思いがそこにあり

ます。被災地などで感じた地域の

大切にしてきた自分たちの街への

思い、苦境にたたされている方々

の切実な思い、そして未来をより

よくしたいという思い。建築は、

これらの思いをできる限り掬い上

げ、「人」と「場所」の思いを未

来へと繋いでいく。一人の設計者

としてそのための手助けを少しで

もできれば嬉しいです。

■すいせん者

吉川康彦

㈱昭和設計　執行役員

東京アクアティクスセンター東京アクアティクスセンター

福島大学食農学類研究棟福島大学食農学類研究棟

気仙沼駅前災害公営住宅気仙沼駅前災害公営住宅


